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もっと大野が  好きになる



結
の
故
郷

越
前
お
お
の
冬
物
語

　
寒
い
夜
に
暖
か
な
火
の
灯あ

か
り
が
会
場
を
包

む
大
野
の
冬
の
風
物
詩
。
城
下
町
に
雪
見
灯

ろ
う
が
灯と

も
り
、
城
を
背
景
に
打
ち
上
が
る
花

火
が
澄
み
切
っ
た
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

　

七
間
通
り
に「
あ
っ
た
か
市
」を
、
大
手

門
広
場
に「
雪
だ
る
ま
広
場
」を
設
け
ま
す
。

【
灯
ろ
う
点
灯
】

時
間　
午
後
４
時
30
分
～

内�

容　
雪
見
灯
ろ
う
の
優
し
い
灯あ

か
り
で
城
下

町
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す

【
花
火
打
ち
上
げ
】

時
間　
午
後
７
時
～
７
時
15
分

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」グ
ラ
ウ
ン
ド

【
あ
っ
た
か
市
】

時
間　
正
午
～
午
後
８
時

内�

容　

七
間
通
り
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集

合
。
体
の
温
ま
る
食
べ
物
や
飲
み
物
が

楽
し
め
ま
す

【
雪
だ
る
ま
広
場
】

時
間　
午
後
１
時
～

内�

容　

大
手
門
広
場
に
み
ん
な
で
雪
だ
る

ま
を
並
べ
て
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
作
り

ま
す
。
雪
だ
る
ま
作
り
は
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す

【
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
】

参�

加
方
法　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
し
た
人
に
抽
選
券
を
配
布
し
ま
す

・�

期
間
内
に
対
象
の
店
で
５
０
０
円
以
上

買
い
物
を
す
る

・�

あ
っ
た
か
市
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
買
い

物
を
す
る

・�

雪
見
灯
ろ
う
の
制
作
ま
た
は
点
灯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

・�

雪
だ
る
ま
広
場
で
雪
だ
る
ま
作
り
に
参

加
す
る

・�

会
場
内
の
雪
だ
る
ま
や
雪
見
灯
ろ
う
の

写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
本
部
で
確

認
し
て
も
ら
う

▲詳しくは
　こちら

【
灯
そ
う
会　
お
ば
け
屋
敷
】

　

冬
に
は
珍
し
い
お
化
け
屋
敷
。
子
ど
も

も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

時
間　
午
後
３
時
～
６
時

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

入
場
料　
無
料

／２７正午～
午後８時土

※

※�

荒
天
の
場
合
は
２
月
14
日
土
に
延
期
し
ま

す（
花
火
と
一
部
イ
ベ
ン
ト
の
み
開
催
）

場�

所　

越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

七
間
通
り
、
六
間
通
り
、
五
番
通
り

問　
越
前
お
お
の
冬
物
語
実
行
委
員
会

　
（
越
前
お
お
の
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内

　
☎
65
・
５
５
２
１
）
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同
時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

【
越
前
お
お
の
ひ
な
祭
り
】

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

場
所　
平
成
大
野
屋
平
蔵

内�

容　

20
段
の
特
大
ひ
な
壇
に
ひ
な
人

形
約
２
０
０
０
体
が
並
び
ま
す

入
館
料　
３
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

通
常
開
催
時

期
間　
３
月
８
日
日
ま
で

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
】

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
７
時
30
分

内�

容　
甲か

っ
ち
ゅ
う冑の
コ
ス
プ
レ
体
験
や
記
念
撮
影

が
で
き
ま
す
。
座
敷
に
は
こ
た
つ
を
用
意

し
て
い
ま
す

入
館
料　
４
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

夜
間
特
別
開
館

夜
間
特
別
開
館

【
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス
】

時�

間　

午
前
９
時
～
午
後
８
時（
午
後
３

時
～
４
時
に
は
前
田
鎌
利
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
）

企
画
展　
前
田
鎌
利
展「ETERN

AL

」

入
館
料　
４
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

【
名
水
ビ
ン
ゴ
大
会
】

時�

間　

第
１
部
：
午
後
０
時
30
分
～
、
第

２
部
：
午
後
２
時
30
分
～
、
第
３
部
：

午
後
４
時
～

場
所　
越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う

内�

容　
水
の
が
っ
こ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル「
名
水

ビ
ン
ゴ
」。
参
加
者
全
員
に
駄
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　
各
回
約
20
人（
先
着
）

参
加
料　
無
料

特
別
イ
ベ
ン
ト

ライブパフォーマンス
も開催します

前田鎌利さん

詳しくは
こちら▶

第15回越前おおのふるさと味物語
第16回でっち羊かんまつり
　市内12店舗自慢のでっち羊かんが勢ぞろいします。その他にも
「いちご大福大集合」や特産品、名産品の販売コーナーもあります。

日時　２月７日土午前10時～午後４時
　８日日午前10時～午後３時
場所　結とぴあ
問　大野商工会議所 （☎66・1230）

会場は 結とぴあ だよ
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み
ん
な
で
つ
く
る

新
し
い
地
域
の
カ
タ
チ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
本
市
の
人
口
減
少
は
全
国
平
均
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
お
り
、
そ

れ
に
伴
い
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
新
し
い
形
を
模
索
す
る
動
き
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
き
を
受
け
、
一
部
の
地
区

で
は
住
民
自
ら
が
課
題
解
決
に
動

き
出
す
な
ど
、
活
動
を
見
直
す
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
住
民
の
主
体
的
な
検
討

を
支
援
す
る
た
め
、
各
地
区
の
区

長
会
長
や
活
動
団
体
の
代
表
18
人

を
委
員
と
し
た「
市
民
協
働
に
よ

る
住
民
自
治
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
、
令
和
７
年
中
に
４
回
の
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会

が
ま
と
め
た
案
に
基
づ
き
、
令
和

７
年
10
月
に「
市
民
協
働
に
よ
る

こ
れ
か
ら
の
住
民
自
治
の
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

「
市
民
協
働
に
よ
る
こ
れ
か
ら

の
住
民
自
治
の
方
針
」を
策
定

人�
口
の
減
少　

令
和
27
年
に
２
万

人
を
割
り
込
み
、
令
和
32
年
に

は
約
１
万
７
０
０
０
人
ま
で
減

少
す
る
見
込
み
で
す

高�

齢
化
の
進
行　

後
期
高
齢
者
の

割
合
が
、
令
和
７
年
の
約
23
㌫

か
ら
令
和
32
年
に
は
約
33
㌫
に

増
加
す
る
見
込
み
で
す

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

方
向
性

　

住
民
自
ら
が
地
域
の
活
動
を
続

け
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

➊ 

「
地
域
運
営
組
織
※
」の
設
立

問　
地
域
文
化
課 （
☎
64
・
４
８
３
４
）

　

従
来
の
自
治
会
や
各
種
団
体
が

個
別
に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
が
連
携
し
て
地
域
全
体
を

動
か
す「
地
域
運
営
組
織
」を
、
主

に
公
民
館
単
位
で
設
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
設
立
に
向
け
た

主
な
取
り
組
み
は
下
の
通
り
で
す
。

※�

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
地
区
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む

組
織
の
こ
と

現
状
の
可
視
化

　

中
学
生
以
上
の
全
住
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
活
動
状
況
、
担

い
手
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

将
来
へ
の
備
え

　

将
来
の
人
口
推
計
や
世
帯
構
成

を
共
有
し
、
将
来
ど
の
よ
う
な
活

動
が
必
要
に
な
る
か
を
住
民
全
体

で
考
え
ま
す
。

組
織
の
ス
リ
ム
化
と
強
化

　

似
た
よ
う
な
行
事
や
会
議
を
整

理
・
統
合
し
て
負
担
を
減
ら
し
、

団
体
同
士
の
連
携
を
強
め
る
こ
と

で
、
効
率
的
に
活
動
で
き
る
体
制

（
部
会
制
な
ど
）を
整
え
ま
す
。

市
の
支
援
策

　

組
織
設
立
に
向
け
た
話
し
合
い

や
調
査
に
対
し「
結
の
故
郷
地
域

が
輝
く
交
付
金
」で
支
援
す
る
ほ

か
、
活
動
の
指
針
と
な
る「
地
域

づ
く
り
計
画
」の
作
成
を
支
援
し

ま
す
。
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➋ 

公
民
館
を「（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」へ
拡
充

　

こ
れ
ま
で
の「
学
び
の
場（
生
涯

学
習
）」と
し
て
の
公
民
館
の
役
割

を
さ
ら
に
広
げ
、
地
域
運
営
組
織

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
活
動
の
自

由
度
を
高
め
ま
す
。

役
割
の
拡
大

　

地
区
の
意
向
を
確
認
し
、
生
涯

学
習
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り

や
福
祉
活
動
な
ど
、
幅
広
い
住
民

活
動
が
行
え
る「（
仮
称
）地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
」へ
と
位
置
付
け
を

拡
充
し
ま
す
。

➌ 

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
活
動
の
展
開

　
「
地
域
づ
く
り
計
画
」に
地
域
の

目
指
す
姿
や
将
来
必
要
と
な
る
活

動
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
を
定
め

ま
す
。
ま
た
、
変
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
地
域
づ
く
り
計
画
を

定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容

　

地
域
運
営
組
織
が
高
齢
者
の
た

め
の
移
動
支
援
や
見
守
り
活
動
、

買
い
物
支
援
な
ど
、
住
民
が
必
要

と
し
て
い
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

　

地
域
運
営
組
織
が
活
動
資
金
を

自
分
た
ち
で
確
保
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
役
所
の
一
体
的
な
サ
ポ
ー
ト

　

市
役
所
全
体
で
地
域
の
情
報
や

課
題
を
共
有
し
て
、
地
域
運
営
組

織
の
運
営
を
支
え
ま
す
。

　地域住民が主体となって課題を
解決する地域運営組織が全国的に
増えてきています。

全国的に増加する「地域運営組織」
令和５年度 令和６年度 増加数

全国の組織数 7710 8193 483

取り組む市区町村数 874 893 19

　１月19日にIIHOE［人と組織と地球のための国際研究所］代表者の川北秀人氏
を招いた地域づくり講演会を開催しました。参加者は全国の先進事例を学び、
自分たちの地区の未来について考えを深めました。

　「市民協働によるこれからの住民自治の方針」に基づく取り組みを各
地区が進めていけるよう、２月～３月に地区別の説明会を開催します。
開催日程は各公民館の館報で案内します。ぜひ参加してください。

方針の内容など詳しくはこちら

地域づくり講演会を開催しました

今後のスケジュール

参加者の声

・�変化していく状況の中で、取り組みや考え方を変えていかないといけないと感
じた（20代男性）
・�市の現状を知ることが重要だと思った。各地区の現状について一部の人が分
かっているのではなく、みんなに知らせないといけないと思った（50代女性）
・�自分の地区に当てはめて、何が必要かを役員だけでなく、みんなで話していく
ことが重要だと感じた（50代男性）
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MEISUI
MARATHON第62 回

越前大野名水マラソン

　
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
愛
さ
れ
て
き
た
歴
史

あ
る「
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」。
名
水
の

恵
み
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か
。

種�

目　

２
㌔
、
３
㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー

フ（
距
離
・
年
代
別
、
全
26
部
門
）

参�

加
賞　
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル

※
親
子
の
部
の
子
ど
も
は
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

申�

込
方
法　
専
用
サ
イ
ト「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

（
ラ
ン
ネ
ッ
ト
）」か
ら
申
し
込
む

そ�
の
他　

詳
し
く
は
、
大
会
要
項
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、

市
役
所
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、
学
び
の

里「
め
い
り
ん
」、
各
公
民
館
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課 （
☎
65
・
５
５
９
２
）

５月24日（日） 午前８時スタート 発着会場市役所

▲申し込みはこちら
　（ＲＵＮＮＥＴ）

▲詳しくはこちら
　（ホームページ）

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ　
販
売

予
約
期
間　
２
月
１
日
日
～
４
月
３
日
金

価
格　
１
９
０
０
円
＋
送
料

※
送
料　
１
枚
３
３
０
円
、
２
枚
６
６
０

　
円
、
３
枚
以
上
は
通
常
配
送
宅
配
料
金

サ
イ
ズ　
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ
Ｌ

販�

売
カ
ラ
ー　
タ
ー
コ
イ
ズ
、ネ
イ
ビ
ー
、

ブ
ラ
ッ
ク

注
文
方
法　
オ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ
大
野
店
で

　
申
し
込
む
か
販
売
サ
イ
ト
で
注
文
す
る

そ�

の
他　
・
オ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ
大
野
店

で
申
し
込
み
、
商
品
を
受
け
取
る
場

合
は
送
料
不
要

・�
商
品
の
受
け
取
り
や
発
送
は
５
月
10

日
日
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す

問　
オ
ザ
キ
ス
ポ
―

ツ
大
野
店 （
☎
66
・

２
２
５
７
）

▲販売サイト

小林祐梨子 さん
ゲスト
ランナー
　1988年生まれ。兵庫県小野市出身。
　須磨学園高校時代に1500㍍で当時の日本新記録を樹立。豊田自動織
機に入社し、2008年北京五輪5000㍍、2009年世界選手権5000㍍に
出場。全国都道府県対抗女子駅伝では「29人抜き」という驚異的な記録
を残すなど、女子中・長距離界で活躍。2015年度をもって現役を引退。
　現在は、三児の母として育児に励む一方、スポーツコメンテーターと
して2024年パリ五輪の解説やラジオ出演を行う。また、日本パラ陸上
競技連盟理事や加古川市教育委員を務めるなど、多方面でスポーツ振興
や地域貢献活動を行っている。

この大会は  　　　　　　　　　　　　　　　
の助成を受けて開催します

GUEST RUNNER

申込締切 ３月19日（木）
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子育て世帯の家庭を支援
物価高対応子育て応援手当
　長期間にわたる物価高騰の影響を特に強く受けている子育て世帯の皆さんを支援し、
大切な子どもたちの健やかな成長を応援するため一時金を支給します。

支給時期　２月末～
支給対象　平成19年４月２日～令和８年３月31日生まれの子
支給額　子ども１人につき２万円

市から送付する通知の内
容を確認してください。
支給の辞退や支給口座の
変更を希望する人は届け
出てください

申請が必要な人

令和８年１月１日～３月31日
生まれの子の保護者

出生手続き時にこども支
援課（結とぴあ１階①番
窓口）で案内します

令和７年10月１日以降に離婚、
離婚協議、離婚調停などの理
由で、新たに本市へ児童手当
の申請が必要となった保護者

こども支援課の窓口で申
請してください

所属する役所などから児童手
当を受給している公務員

所属する役所などからの案内
に従って申請してください

公務員　令和８年２月27日金
公務員で３月31日までに出産予定の人　令和８年４月15日水
公務員以外で申請が必要な人　令和８年４月15日水

申請期限

【関連】児童手当制度改正に伴う手続きはお済みですか？
　令和６年10月に児童手当制度が拡充されました。手続きを行うことで手当や加算を受けられる場合がありま
す。支給対象や手続きについて詳しくはホームページを確認してください。
申請場所　こども支援課
※原則として、手続きを行った翌月分から手当の支給や多子加算を適用します
問　こども支援課 （☎64・5140）

詳しくは
こちら▶

■ 支給の詳細

■ 手続きの詳細

原則、申請は不要です

■ 問い合わせ先
機関 受付時間 電話番号

こども支援課内コールセンター
（２月２日月～） 平日午前９時～午後５時 ☎64・4217

こども家庭庁コールセンター 平日午前９時～午後６時 ☎0120・252・071

詳しくは
こちら▶
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税の申告をお忘れなく！
申告会場と日時

市役所以外

場所 日程 時間
和泉地域
交流センター ２月19日木 午前９時30分～11時30分、

午後１時～３時30分

上庄公民館 ２月20日金 午前９時～正午、
午後１時～３時

下庄公民館 ２月25日水 午前９時～正午、
午後１時～３時

富田公民館 ２月27日金 午前９時～正午、
午後１時～３時

乾側公民館 ３月４日水 午前９時～10時30分

五箇公民館
（オンライン実施）３月４日水 午後１時30分～３時

阪谷公民館 ３月５日木 午前９時～11時

小山公民館 ３月５日木 午後１時30分～３時

市役所

日程 時間
２月16日月～３月16日月

の平日
午前９時～正午、
午後１時～４時

※農業所得は以下の日時で受け付け
日程 時間

２月22日日 午前９時～11時、
午後１時～２時30分

※�各申告会場で当日午前８時30分から入場整理券を配布
します。券に記載された時間に来場してください。（受
け付け状況により後日の来場をお願いする場合があり
ます）
※農業所得の申告に関することはJA福井県大野支店営農
　経済課（☎65・1251）に相談してください

　　  持ち物

□　マイナンバーカード　※持っていない人は、写真付き身分証明書か写真なしの身分確認書類を２種類
□　給与や公的年金などの源泉徴収票、個人年金の支払証明書、報酬などの支払調書
□　営業所得、農業所得、不動産所得の収支内訳書か収支計算準備表
□　社会保険料や生命保険料、地震保険料の支払証明書
□　医療費控除の明細書　※医療保険者から交付された医療費通知を添付すると、添付分の明細の記入を省略できます
□　寄付金の領収書か受領書
□　障害者手帳や療育手帳、障害者控除対象者認定書など
□　申告者名義の預貯金口座が分かるもの

・�市役所や公民館で申告する場合は、事前に収支内訳書か収支計算準備表、医
療費控除の明細書を作成してください。未作成の場合、受け付けできないこ
とがあります

・市・県民税の申告用紙は、ホームページからダウンロードできます

注意
事項

▲ホームページ

オンライン申告にご協力ください
　混雑緩和のため、所得税の電子申告（ｅ

イ ー タ ッ ク ス
－Ｔａｘ）や個

人住民税の電子申告（ｅ
エ ル タ ッ ク ス
ＬＴＡＸ）を利用してください。

スマートフォンやパソコンから、マイナンバーカードを
利用して申告できます。 ▲ｅ－Ｔａｘ申告 ▲ｅＬＴＡＸ申告

問　税務課 （☎66・1111　内線1309～1312）
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はい

あなたに必要な申告は？　ー 市・県民税フローチャート ー

市内の人の扶養親族として
申告されていますか？

市役所・公民館など

収入なしで、市・県民税
の申告をしてください

申告は不要です

主にどのような収入がありましたか？

給与収入が2000万円を
超えますか？

公的年金などの収入が
400万円を超えますか？ 青色申告をしますか？

税務署

所得税の確定申告を
してください

税務署

所得税の確定申告を
してください

税務署

所得税の確定申告を
してください

給与は１カ所からで、勤務先
で年末調整をしていますか？

年金以外の所得が
20万円を超えますか？

所得の合計額が
控除額を超えますか？

所得税の確定申告
か市・県民税の申
告が必要です

申告は不要と思われますが、
収入状況により市・県民税の
申告が必要な場合があります

税務署

所得税の確定申告を
してください

市役所・公民館など

市・県民税の申告を
してください

はい

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

いいえ はい いいえ はい いいえ

給与収入 年金収入 営業、農業、
不動産収入

はい

いいえ いいえ

※この表は一般的な例を示しています。申告が必要かどうかの参考としてください

昨年１月１日～12月31日
に収入がありましたか？

START

・�小規模事業者持続化補助金など、補助金や給付金の種類によっては、所得として申告が必要なものがあ
ります。詳しくは補助金などの担当窓口に確認してください
・本年１月１日に大野市に住民登録がなかった人は、１月１日に住民登録があった市区町村で課税されます
・医療費控除の追加や扶養控除を変更する場合は、確定申告か市・県民税の申告が必要です
・副収入が20万円以下の場合、確定申告は不要ですが、市・県民税申告は必要です
・�土地や株式の譲渡所得を分離課税する場合、初めて住宅借入金等特別控除を申告する場合は、税務署で
確定申告をしてください

※注意事項
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星
空
保
護
区
Ⓡ
に
選
ば
れ
た
南
六
呂
師
エ

リ
ア
で
、
日
本
一
美
し
い
星
空
と
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
共
演
を

楽
し
む「
六
呂
師
ラ
ン
タ
ン
ナ
イ
ト
」を
開

催
し
ま
す
。

　
満
天
の
星
と
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
が
作
り
出

す
幻
想
的
な
空
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
７
日
土
午
後
５
時
～
８
時

場
所　
ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前
周
辺

定
員　
２
０
０
組（
先
着
）

参
加
料　
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
１
個
に
つ
き

６
５
０
０
円（
１
～
４
人
で
参
加
で
き
ま
す
）

※�

小
学
生
以
下
は
人
数
に
数
え
ず
、
参
加

料
は
無
料
で
す

申
込
方
法　

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前
の
窓
口

か
専
用
フ
ォ
ー
ム（
チ
ケ
ッ
ト
ペ
イ
）で

申
し
込
む

そ
の
他　
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

問　

六
呂
師
高
原
の
時
計
台
ミ
ル
ク
工
房

奥
越
前 （
☎
67
・
１
１
６
６
）

六
呂
師
ラ
ン
タ
ン
ナ
イ
ト

　

み
ん
な
で
電
気
を
消
し
て
、
日
本
一
の

星
空
を
眺
め
な
が
ら
環
境
の
こ
と
を
考
え

ま
せ
ん
か
。

日�

時　
２
月
１
日
日
～
28
日
土
午
後
９
時
～

10
時（
統
一
取
組
日　
１
日
日
、
13
日
金
、

28
日
土
）

参
加
方
法　
・
午
後
９
時
に
な
っ
た
ら
極
力

電
気
を
消
す
か
、
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
て
外
に
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る

・
動
画
サ
イ
ト
で
星
や
環
境
の
動
画
を
見

た
り
、
日
本
一
の
星
空
を
眺
め
た
り
し

て
楽
し
む

・
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
星
や
環
境
の
こ
と
を
学
ぶ

星
の
ま
ち
お
お
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

～
日
本
一
の
星
空
を
未
来
へ
～

問　
環
境
・
水
循
環
課 

（
☎
64
・
４
８
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
１
１
１
８
）

　
電
子
メ
ー
ル

　

kankyo
@
city.

fukui-ono.lg.jp

　
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

応
募
す
る
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
様
式

を
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
参
加
事
業
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

参
加
事
業
者
募
集

▲申し込みは
　こちら

▲詳しくはこ
　ちら

令
和
７
年
度　
関
西
大
学
ま
ち
づ

く
り
研
究
報
告
会

　
関
西
大
学
は
本
市
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
空
き
家
を
活

用
し
た「
関
西
大
学
横
町
ス
タ
ジ
オ
」を
拠

点
に
、
本
市
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市
民
や
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
２
月
22
日
日

時
間　
報
告
会
：
午
後
１
～
３
時

　
交
流
会（
現
地
参
加
者
の
み
）：
午
後
３
時
～

場
所　
関
西
大
学
横
町
ス
タ
ジ
オ（
日
吉
町

１
ー
７
）　
※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
可

参
加
料　
無
料（
交
流
会
は
１
０
０
０
円
）

定
員　
30
人（
現
地
参
加
者
の
み
）

申
込
方
法　
電
話
か
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申

し
込
む

申
込
締
切　
２
月
18
日
水

そ
の
他　
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
申
し
込
ん

だ
人
に
は
、
２
月
20
日
金
ま
で
に
視
聴

用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す

問　
政
策
推
進
課 （
☎
64
・
４
８
２
４
）

▲申し込みは
　こちら

２
つ
の
武
家
屋
敷
で

遊
ぼ
う
！
く
つ
ろ
ご
う
！

　
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
、
武
家
屋
敷
旧
田

村
家
で
、
甲か

っ
ち
ゅ
う冑の
コ
ス
プ
レ
体
験
や
昔
遊

び
、
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
３
月
30
日
月
ま
で　
※
休
館
日
は

22
頁
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

内
容

◆
武
家
屋
敷
旧
内
山
家

・
雪
囲
い
を
開
放
し
て
雪
化
粧
の
越
前
大

野
城
と
庭
園
が
楽
し
め
る

・
武
将(

甲
冑
）や
足
軽
の
コ
ス
プ
レ
体
験

・
こ
た
つ
の
設
置

・
温
か
い
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス

・
大
野
の
歴
史
に
関
す
る
書
籍
の
設
置

・
冬
季
限
定
の
絵
障
子
設
置

◆
武
家
屋
敷
旧
田
村
家

・
昔
遊
び
体
験（
け
ん
玉
、
か
る
た
な
ど
）

・
ひ
な
人
形
の
設
置

・
こ
た
つ
の
設
置

・
温
か
い
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス

入
館
料　
４
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

そ
の
他　
特
典
と
し
て
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は

各
施
設
の
窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問　
観
光
交
流
課 

　
（
☎
64
・
４
８
１
７
）
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美しい星空を未来へつなごう
阪谷小学校「ＯＳＰＰ」第６弾

　阪谷小学校の５、６年生の８人が中心となり、大野の美しい星空を守る活動「ＯＳＰＰ（Ono-City Star Point 
Project）」の第６弾を実施しました。活動内容と市民の皆さんから寄せられたアンケート結果を紹介します。
問　阪谷小学校 （☎67・1012）

取り組みの３本柱

１．光
ひかりがい
害対策

目的以外の方向に光が漏
れるのを防ぎ、星空や環境
への悪影響を減らすこと

２．脱炭素
地球温暖化の原因となる
二酸化炭素を減らすこと

３．星空学び
星空の美しさや
大切さを学ぶこと

アンケート結果：回答数146人

　光
ひかりがい

害という言葉を
初めて知りました。
これからは外に光が
漏れないよう気を付
けたいです。

　小さな取り組み
の積み重ねが、大
きな成果につなが
りますね。大人も
頑張ります！

　最近忘れていた
項目もあったので、
また気を付けない
といけないなと思
いました。

　大野市は星がきれ
いに見えるので、こ
れからも守っていく
ために自分にできる
ことをしたい。

阪谷小児童よりメッセージ

・無駄な電気の使用を減らし、脱炭素を心掛けましょう
・電球を交換するときは暖色系の照明を選んでみてく
　ださい
・�近くへ出かけるときは自転車や徒歩で出かけましょう。

地球にも健康にもいいですよ
・私たちのおすすめの星空スポットです→
　(阪谷小学校公式YouTube）

美しい星空を守るためにご協力お願いします

参加者の声

■実施率の高かった項目 ■伸びしろのある項目

夜はカーテンを閉める 使っていない
明かりは消す

暖色系の照明を使う
（白色系より環境や
生態系にやさしい）

近い場所への移動は近い場所への移動は
徒歩や自転車を使う徒歩や自転車を使う

食材は食べる分
だけ買い使い切る

日用品は詰め替え
用を買う
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第
32
回
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会

日
時　
２
月
28
日
土（
午
前
８
時
受
け
付
け

開
始
、
午
前
10
時
競
技
開
始
）

場
所　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

種
別　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー（
走
法

は
ク
ラ
シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

対
象　
小
学
生
以
上

参
加
料　
中
学
生
以
下
１
０
０
０
円
、
高
校

生
１
５
０
０
円
、
大
人
２
０
０
０
円（
保

険
料
含
む
）

申
込
方
法　
個
人
と
団
体
で
申
込
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　
２
月
16
日
月

問　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課 （
☎
65
・
５
５
９
２
）

ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

第
47
回
九
頭
竜
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

日
時　
３
月
１
日
日（
午
前
８
時
受
け
付
け

開
始
、午
前
９
時
30
分
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ

ン
、
午
前
10
時
30
分
競
技
開
始
）

場
所　
九
頭
竜
ス
キ
ー
場

種
別　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー（
大
回
転
）

対
象　
小
学
生
以
上

参
加
料　
中
学
生
以
下
１
０
０
０
円
、
高

校
生
以
上
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
。

リ
フ
ト
代
は
別
途
必
要
）

申
込
方
法　
個
人
と
団
体
で
申
込
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　
２
月
16
日
月

問　
九
頭
竜
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
事
務
局

（
和
泉
公
民
館
内
☎
78
・
２
１
１
０
）

▲詳しくは
　こちら

▲詳しくは
　こちら

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る

脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
り

ま
せ
ん
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち

理
解
す
る
た
め
に
、
認
知
症
の
基
礎
知
識

や
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　
２
月
14
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

対
象　
市
民

定
員　
20
人（
先
着
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
２
月
10
日
火

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

認
知
症
を
よ
り
深
く
学
び
、
日
常
生
活

の
中
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
講
座

で
す
。

日
時　
２
月
28
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
結
と
ぴ
あ

講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

対
象　

今
ま
で
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民

定
員　
20
人（
先
着
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
２
月
24
日
火

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
５
０
４
６
）
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「林野火災注意報・警報」の運用開始
大野の自然を火災から守る

　令和７年２月に岩手県大船渡市で発生した大規模な林野火災を受け、本市では令和８年１月から新たに、火災
の発生や拡大を未然に防ぐための「林野火災注意報・警報」を運用しています。
　冬から春にかけては空気が乾燥し、強風によって火災が広がりやすい季節です。大切な山々を守るため、一人
一人が火の取り扱いに十分注意しましょう。
問　消防署予防課 （☎64・4899）

林野火災注意報・警報とは？

発令のお知らせ方法

発令時は、大野市全域が対象となります

消防用車両による巡回広報 防災行政無線（警報時のみ）

住宅火災の備えもお忘れなく
住宅用火災警報器の定期点検を
「いざ」というときのために、こまめな掃除や定期的な作動確認をしましょう

住宅用火災
警報器について▶

区分 発令の目安 火の使用制限 違反時の罰則

林野火災 注意報

降水量が少なく、空気
が乾燥しているときな
ど、火災予防に注意が
必要な場合

・屋外や山林、原野でのたき火や火の
　使用禁止
・屋外や山林、原野での喫煙禁止
・残り火や火の粉の完全消火

なし

林野火災 警報
注意報の発令中に気象
台から強風注意報が発
表された場合

上記注意報と同様 30万円以下の
罰金または拘留

市公式LINE・市防災メール

市公式LINEの
登録はこちら▶

市防災メールの
登録こちら▶

消防団員募集大切な命を
火の手から守ろう

　大切な家族や地域を災害から守るために、あなたの力を発揮してみませんか。消防団に興
味がある人、入団してみたい人は気軽に消防署へ問い合わせてください。
対象　市内に在住または市内に勤務している18歳以上の人
報酬　・年額報酬　３万6500円　・活動手当　2500円／回　
・災害手当　4000円／回（４時間未満）　8000円／回（４時間以上）

問　消防署警防課 （☎64・4898）
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